
 
■先月のネイチャーウォーク 

新・渡良瀬遊水地紀行 
                 （JR 東北本線 野木駅） 

 12 月のネイチャーウォークは、バー

ドウォッチングのメッカ・ラムサール条

約登録湿地の渡良瀬遊水地を訪ねまし

た。渡良瀬遊水地というと谷中湖周辺の

コースが有名ですが、栃木県側の第二調

節池周辺を巡るコースをご提案。野木駅

から、41 名で出発です。 

思川の長い橋を渡ります。遠くに雪をかぶ

った奥白根、男体山、女峰などの山々が見

えました。 

堤防上を進みます。心配していた風も弱

く、日差しのぬくもりが感じられる日で

した。 
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自転車に注意しながらも、鳥を探す

目は休めません。 

水辺で餌を狙うダイサギや、木にと

まったコチョウゲンボウにすかさず望

遠鏡がセットされます！望遠鏡に行列

ができる一幕も。 

昼食後には恒例の walk 出現認定式。

1 名が認定されました。おめでとうご

ざいます！ 

 

午後も引き続き野鳥を探します。 

電柱の上でノスリがチラリ 

田んぼの中に不思議な柱がありました。

実はこれはコウノトリ用の巣塔なのです。

今年千葉県の野田市から放たれたコウノ

トリは岡山や高知に飛んで行っていまし

たが、関東に里帰りしてきてほしいもので

す。夢が膨らみます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

巣塔の足元は冬も水を張ることで生きものを育む「冬みず田んぼ」になっていて、タゲリ

が 6 羽いました。頭の冠羽までじっくりと観察できたうえに、最後は皆さんの頭上を飛んで

優雅な姿をみせてくれました。 

 

 

 

 

ラム（羊）が去ってサルが来る、2015 年最後のネイチャーウォーク。ラムサール条

約登録湿地の渡良瀬遊水地でした。8.6km の道のり、皆さんお疲れ様でした。 

野木駅に戻って鳥合わせ。35 種の

野鳥が確認されました。 

1 カルガモ 21 ハシブトガラス
2 コガモ 22 シジュウカラ
3 カイツブリ 23 ヒバリ
4 キジバト 24 ヒヨドリ
5 カワウ 25 ムクドリ
6 アオサギ 26 アカハラ
7 ダイサギ 27 ツグミ
8 コサギ 28 スズメ
9 オオバン 29 ハクセキレイ

10 タゲリ 30 セグロセキレイ
11 タシギ 31 タヒバリ
12 イソシギ 32 カワラヒワ
13 トビ 33 ホオジロ
14 チュウヒ 34 カシラダカ
15 ノスリ 35 オオジュリン
16 カワセミ
17 チョウゲンボウ
18 コチョウゲンボウ
19 モズ
20 ハシボソガラス

元スタッフ O撮影 


